
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年が明け，令和５年がスタートしました。今年の干支は，「癸卯」（みずのと・う）

です。「癸卯」の年は，今まで頑張ってきたことが叶って，大きく成長できる年なの

だそうです。 

１月１０日（火），３学期の始業式を行いました。学年のまとめをする大事な３

ヶ月の始まりということで，各自新たな目標を決め，目標にむかってしっかり頑張

ってほしいと，子どもたちを激励しました。また，十二支がうさぎであることから，

うさぎを例にして，子どもたちに２つのことを話しました。 

「うさぎの登り坂」という諺があるように，うさぎは，坂を登ることが得意です。

また，耳が大きい（長い）ので上手に話を聞くことができます。子どもたちに伝え

た１つ目は，得意なこと，好きなことを伸ばしてほしいということです。 

２つ目は，途中で手を抜くことなく，最後まできちんとやり遂げてほしいという

ことです。「うさぎとかめ」のお話にもあ

るように，居眠りをしていたうさぎは，か

めとの競走に負けてしまいます。 

自分のもっている力を伸ばしながら，前

向きに取り組み，大きく成長できる３学期

にしてほしいと願っています。 

「冬休みの思い出と３学期の目標」につ

いての発表は，２年：田中理琥さん，４年：

古田利空さん，６年：田中沙羅さんの３人

が子どもたちの代表を務めました。３人の

発表からは，頑張ろうとする思いが伝わっ

てきました。 
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多くの子どもたちの進学先である南アルプス市立櫛形中学校とは，１０年以上前

から連携し，様々な活動を進めてきました。中学生が本校を訪問し実施している挨

拶運動や陸上指導なども，その一例です。新型コロナウイルス感染症の影響で文化

発表会を行うことができていませんが，以前

は，プログラムの中に中学生による合唱発表

がありました。中学生にとっては，学習の成果

を発表する場となり，小学生にとっては，中学

生の合唱を鑑賞し学習する機会となっていま

した。 

本年度から，本校は小中一貫校としてのあ

ゆみをスタートしました。中学校が抱えてい

る課題を小学校でも共有し，９年間で育てて

いく子どもたちの姿を明らかにしながら教育

活動を展開しているところです。日頃の教科

等の授業においても，学習プロセス（授業の流れ）を共通化するための研究を進め

ています。 

１月２７日（金）に，学校関係者評価委員会を実施し，評価委員の皆さんから本

校の教育運営や教育活動に関して指導，助言をいただきました。小中一貫教育の取

組については，９年間という長いスパンで子どもたちを育てていくことの重要性に

ついて御示唆をいただくとともに，保育所との連携についても並行して進めていく

ように御助言をいただきました。 

令和４年度も残り２か月になり，まとめの時期に入りました。小中一貫教育の取

組については，他校の教職員と共に，本年度の活動を振り返る中で，成果と課題を

把握し，次年度に生かしていきます。 

 ３学期の学級役員が決定し，１月２３日

（月）に任命書を渡しました。 

３学期には，来年度の活動につながる大

事な取組が計画されています。各学年，各学

級のリーダーとして，活躍してくれること

を期待しています。 

 

 学級会長 学級副会長 

６年１組 澤登 愛斗夢 名取 慧人 

５年１組 入倉 輝夢 津久井 彩佳 

５年２組 輪 栄翔 名取 ひかり 

４年１組 関根 篤人 㓛刀 光織 

３年１組 小松 未萊 名取 翔馬 

３年２組 飯野 夕愛 堀内 斗貴 ３学期学級役員 任命書授与 

小中一貫教育 学校関係者評価委員会を受けて 
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